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る(第 1 部:第 1 章~第 3 章)。そのうえで、『桑名』にみられる様々な待遇表現のなかでも多彩な形式
がみられる尊敬の述部待遇表現形式と人称代名詞を対象として、登場人物の属性や場面の性質と照らし
合わせながら、それぞれの体系を明らかにする(第 2 部)。具体的には、「来ル」を意味する尊敬語(第
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た体系を示すと、図 1~図 4 のようになる。図 1 は「来ル」を意味する尊敬語の体系(第 4 章)を、図
2 は命令形による命令表現にみられる尊敬の述部待遇表現形式の体系(第 5 章)を、図 3 は授受補助動
詞クレル類命令形による働きかけの表現にみられる尊敬の述部待遇表現形式の体系(第 6 章)を、図 4
は人称代名詞の体系(第 8 章)をそれぞれ示したものである。
図 1~図 4 からわかるように、近世末期桑名藩の下級武士とその家族は、多彩な形式を上下・親疎と
いった人間関係、あるいは場面によって複雑に使い分けていたと考えられる。
また、第 7 章では、体系聞における尊敬の述部待遇表現形式の待遇価値の異同を考察した。その結果、







































































『三重県方言』第 2 号の「桑名武家ことば特集J (1956年発行)に、こうした家中弁が多く報告されてい
る。そこで、本論で明らかにした待遇表現体系と『三重県方言』で“武家ことば"として報告されてい














































図 6 で示したように、近世末期桑名審の下級武士とその家族は、 x体系がおもに用いられる桑名城内、
























続く第 1 部 ir桑名日記』と近世末期桑名藩の下級武士とその家族J においては、近世下級武士の待
遇表現体系を明らかにする前提として、『桑名日記』の性格、桑名藩下級武士の生活の姿、人間関係に
ついて検討を加える。まず、桑名藩下級武士の手による『桑名日記』と待遇表現を知ることに資する歴
史史料について検討を加え(第 l 章)、日記に登場する藩士と家族の関係を詳細に検討する(第 2 章)。
その上で、桑名藩下級武士と家族の生活を描き出す(第 3 章)。
以上の検討をふまえ、第 2 部 ir桑名日記』にみる近世末期桑名藩の下級武士とその家族の待遇表現」
においては、尊敬の述部待遇表現および人称代名詞を対象として待遇表現体系を明らかにする。「来る」
を意味する尊敬語(第 4 章)、命令形による命令表現(第 5 章)、授受動詞命令形による働きかけ表現
(第 6 章)、人称代名詞(第 8 章)の検討をもとに、礼儀を必要とするあらたまった場面と、親しい間柄
の打ち解けた場面において、異なる待遇表現体系があることを明らかにした。
第 3 部「近世末期桑名藩の下級武士とその家族の待遇表現体系の性格をめぐって」においては、第 2
部で明らかにした結果のもつ意味を検討している。第 2 部で見た対者待遇に対する第 3 者待遇の性格
(第 9 章)、礼儀を必要とするあらたまった場面と親しい間柄の打ち解けた場面の内実(第10章)の検討
をおこなった上で、『桑名日記』にみられた待遇表現体系の分化のあり方のもつ意味を社会構造との関
わりから検討した(第11章)。
終章においては、以上をまとめつつ、桑名藩下級武士の待遇表現体系のもつ性格に言及する。
従来の研究は、江戸戯作などの文学作品を通して武家のことばをみたものが中心で、江戸時代の武家
のことばが体系的に明らかにされてきたとは言えない。本論文は、『桑名日記』に描かれる下級武士の
生活を丁寧に把握した上で、桑名藩における下級武士の待遇表現について精細かっ体系的に考察を加
え、あらたまった場面と打ち解けた場面とで異なる待遇体系があることを明らかにした。この成果は、
日本語史研究、日本語の待遇表現研究に大きく寄与するものといえ、高く評価できる。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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